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報
潮
台

画
家
と
俳
句
そ
の
後

美
術
家
に
は
意
外
な
ほ
ど
俳
句

の
実
作
者
が
多
い
。
な
か
で
も
画

家
が
目
立
つ
。
浅
井
忠
は
そ
の
一

人
で
、
二
十
三
才
の
夏
の
「
筑
波

日
記
」
に
は
、
青
年
時
代
の
作
品

が
あ
っ
て
若
い
頃
か
ら
親
し
ん
だ

こ
と
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
る
。

こ
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
代

に
は
盛
ん
に
実
作
し
て
い
る
。

紅
葉
し
て
訪
ふ
客
も
あ
り
山
住
ひ

秋
雨
や
書
院
に
碁
客
話
し
け
り

秋
雨
や
牧
場
に
牛
の
寒
げ
な
る

寒
月
や
乞
食
車
の
犬
吠
ゆ
る

寒
月
や
古
城
の
上
を
天
狗
飛
ぶ

馬
小
屋
の
ね
ぎ
に
一
株
水
仙
花

水
仙
や
胡
粉
は
げ
た
る
銀
屏
風

水
仙
や
薬
局
に
な
ら
ぷ
薬
瓶

二
千
年
の
神
立
ち
給
ふ
夏
野
か
な

な
ど
と
、
俳
句
に
季
節
の
な
か
の

万
象
へ
の
印
象
を
託
し
て
い
る
。

い
ま
浅
井
忠
の
「
木
魚
俳
句
拾

掌
を
縮
ん
で
い
る
が
、
浅
井
は

日
記
や
葉
書
、
あ
る
い
は
手
帳
に

絵
の
よ
う
な
俳
句
を
よ
く
書
き
残

し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
時
代
に
は

巴
会
(
外
面
笑
会
)
と
い
う
句
会

や
、
友
人
歓
迎
句
会
ま
で
開
い
た

俳
狸
的
な
一
面
も
あ
り
、
し
か
も
、

画
家
の
眼
を
し
の
ば
せ
る
感
性
の

結
晶
が
多
く
、
風
景
画
家
と
し
て

の
根
底
に
ま
で
思
い
を
拡
大
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o
(
高
橋
在
久
)
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こ
と
し
、
き
ょ
ね
ん
、
お
と
と

し
と
続
け
て
三
回
、
日
本
の
近
代

美
術
史
の
ル
ー
ツ
を
求
め
て
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
歩
い
て
き
た
。

こ
う
し
て
、
特
に
洋
画
界
で
先

駆
的
な
幅
広
い
活
動
を
し
た
、
千

葉
県
佐
倉
藩
出
身
の
浅
井
忠
が
、

四
十
四
歳
の
東
京
美
術
学
校
教
授

と
し
て
、
一
九
〇
〇
年
(
明
治
三

十
三
年
)
か
ら
二
年
余
の
間
、
「
西

洋
画
研
究
ノ
タ
メ
」
留
学
し
た
フ

ラ
ン
ス
時
代
を
探
訪
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

い
ま
国
指
定
重
要
文
化
財
に
な

っ
て
い
る
、
浅
井
の
作
品
「
春
畝
」

と
「
収
穫
」
は
、
一
八
八
九
年
と

そ
の
翌
年
に
発
表
し
た
も
の
で
あ

る
。
鳳
景
画
家
と
し
て
の
非
凡
な

才
能
を
社
会
的
に
示
し
た
作
品
だ

が
、
そ
の
真
髄
の
発
揮
は
フ
ラ
ン

ス
時
代
に
グ
レ
ー
村
に
移
住
し
、

「
グ
レ
ー
の
景
色
を
か
き
尽
し
て

や
ら
ん
」
(
「
愚
劣
日
記
」
)
と
∴
「
グ

レ
ー
の
秋
」
や
「
グ
レ
I
の
洗
濯

場
」
な
ど
の
連
作
を
描
い
て
、
季

節
と
の
交
感
が
結
晶
し
、
力
量
を

画
面
に
傾
注
し
て
か
ら
だ
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。

グ
レ
ー
村
の
浅
井
忠

浅
井
の
「
渡
欧
日
記
」
(
千
葉

県
立
美
術
館
蔵
)
を
見
る
と
、
一

九
〇
〇
年
八
月
十
一
日
、
パ
リ
か

●

ら
は
七
め
て
グ
レ
ー
村
を
訪
ね
て

い
る
。
「
此
夜
村
落
を
散
歩
す
。
明

月
野
径
を
照
し
て
景
色
得
も
云
ね

れ
ず
」
と
書
き
、
翌
日
は
「
村
落
を

散
歩
し
小
川
の
傍
に
て
写
真
又
写

生
す
。
終
日
野
外
に
遊
び
暮
し
て

仙
郷
に
あ
る
の
思
ひ
あ
り
。
-
此

日
婦
巴
す
る
筈
な
る
に
興
未
だ
尽

き
ず
又
一
泊
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、

浅
井
は
村
の
風
景
に
魅
了
さ
れ
、

っ
い
に
は
長
期
滞
在
ま
で
決
意
し

た
。

こ
の
グ
レ
ー
村
は
、
パ
リ
南
東

約
八
十
キ
ロ
、
広
い
畑
の
続
く
人

口
七
二
〇
人
ほ
ど
の
農
村
で
、
セ

ー
ヌ
河
の
上
流
に
な
る
ロ
ア
ン
河

の
河
岸
段
丘
に
位
置
し
、
豊
か
な

森
と
水
や
十
二
世
紀
の
史
跡
ギ
ヤ

ン
ヌ
の
塔
な
ど
が
あ
る
。
し
か
も
、

北
方
に
は
日
本
人
旅
行
者
も
よ
く

訪
ね
る
、
広
大
な
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ

ロ
ー
の
森
や
、
山
梨
県
が
作
品
を

購
入
し
て
一
躍
再
認
識
さ
れ
た
、

ミ
レ
ー
の
画
室
や
原
風
景
が
残
る

バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
な
ど
も
あ
る
。

ト
浅
井
は
こ
・
つ
し
た
グ
レ
ー
村
の

ウ
ィ
ル
ス
ン
通
り
一
一
四
番
の
オ

.
テ
ル
:
ン
ユ
ピ
ョ
ン
を
拠
点
に
し

た
。
一
九
〇
一
年
十
月
一
日
か
ら

翌
年
三
月
二
十
一
日
ま
で
、
洋
画
家

で
後
に
文
化
勲
章
を
受
け
た
和
田

莫
作
と
二
人
で
滞
在
し
、
い
れ
ゆ

る
グ
レ
ー
村
の
連
作
を
描
い
た
。

こ
の
オ
テ
ル
:
ン
ユ
ピ
ョ
ン
は
そ

の
後
、
事
務
所
に
転
用
さ
れ
て
い

て
そ
の
面
影
は
な
い
。
た
だ
、
浅
井

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
中
庭
の
プ
ラ

タ
ナ
ス
や
マ
ロ
ニ
エ
が
巨
木
に
育

ち
、
地
下
構
穴
式
の
井
戸
を
利
用

し
た
洗
濯
場
な
ど
か
ち
、
オ
テ
ル

時
代
を
し
の
ぶ
だ
け
だ
が
、
こ
こ

に
は
、
当
時
パ
リ
留
学
中
の
美
濃

部
達
吉
、
中
村
不
折
、
な
ど
後
に

日
本
の
学
芸
を
背
負
っ
た
人
た
ち

が
、
時
に
は
参
集
し
巴
会
と
称
し

夜
を
徹
し
て
句
会
を
開
い
た
、
俳

句
文
芸
の
意
外
史
も
秘
め
ら
れ
て

季
節
と
の
交
感

村
の
小
さ
な
オ
テ
ル
に
泊
っ
て

「
グ
レ
ー
の
洗
濯
犠
」

●
-

の
原
風
景

確
認
し
た
、
グ
レ
ー
村
の
連
作
の

原
風
景
に
は
、
晩
秋
に
一
回
と
盛

夏
に
二
回
直
面
し
、
実
感
を
深
め

て
し
み
じ
み
と
浅
井
の
心
情
を
回

想
し
た
が
、
ロ
ア
ン
河
の
岸
辺
に

は
七
十
数
年
の
歳
月
が
な
か
っ
た

よ
う
に
、
「
グ
レ
ー
の
秋
」
「
グ
レ
ー

の
橋
」
さ
ら
に
「
グ
レ
ー
の
洗
濯

場
」
「
グ
レ
ー
の
塔
」
な
ど
の
原

風
景
が
存
在
し
、
画
集
や
展
覧
会

で
見
な
れ
た
作
品
を
連
想
し
た
。

こ
う
し
て
、
秦
恒
平
氏
が
「
私
は
、
浅

井
忠
が
こ
れ
ら
の
風
景
画
で
一
等

念
頭
に
置
い
て
い
る
ら
し
い
も
の

を
季
節
と
の
交
感
だ
と
思
っ
た
。

露
骨
に
い
え
ば
俳
句
の
季
題
の
よ

ぅ
な
も
の
を
画
面
の
空
気
と
し
て

表
現
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
」
と
、

〇
月
暗
く
」
(
集
英
社
刊
)
所
収
の

「
糸
瓜
と
木
魚
」
に
書
い
た
、
浅

井
へ
の
評
価
の
こ
と
ば
を
訪
ね
る

度
に
反
耕
し
共
鳴
し
た
。

グ
レ
ー
村
に
は
、
浅
井
以
前
に

す
で
に
黒
田
清
輝
が
長
期
滞
在
し

画
作
に
励
ん
だ
歴
史
が
あ
る
。
こ

ぅ
し
て
、
両
者
の
系
譜
に
届
す
る

多
く
の
日
本
人
画
家
が
訪
ね
て
作

品
を
残
し
て
い
る
。
戦
後
に
は
石

井
柏
亭
夫
妻
が
滞
在
し
、
こ
と
し

の
春
に
は
東
山
魁
夷
夫
妻
も
こ
の

村
を
訪
ね
、
日
本
近
代
美
術
史
を

考
、
え
ら
れ
た
と
い
、
つ
。
(
千
葉
県
立

美
術
館

副
館
長
)
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話
題
誌
整
溶
接
搾
詳
減
軍
籍
重

麗
饗
密
輸
-
郷

関
叛
器
楽
猿
轡
諌
溝
を

菅
谷
-
空
一
一
郎
「
風
景
」

-みる・かたる・つくる
‥
本
館
で
は
、
房
総
に
生
ま
れ
、

仁
あ
る
い
は
、
定
住
し
て
近
代
日
本

臼
の
美
術
界
に
お
い
て
活
躍
し
、
美

術
振
興
の
た
め
に
貢
献
し
て
き
た

一
美
術
家
た
ち
の
再
発
見
と
顕
彰
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
展
覧

.
会
は
、
房
総
の
地
に
生
ま
れ
、
育

い
ち
、
房
総
の
自
然
や
人
生
を
ひ
た

‥
す
ら
追
い
求
め
、
昭
和
初
期
か
ら

‥
第
二
次
大
戦
前
後
の
激
動
の
時
代

売
、
帝
展
、
文
展
、
日
展
を
中
心

‥
舞
台
に
多
く
の
作
品
を
発
表
し
将

.
未
の
大
成
を
期
待
さ
れ
な
が
ら
、

お
し
く
も
、
戦
後
の
混
乱
期
に
半

世
紀
の
生
涯
で
こ
の
世
を
去
っ
た

二
人
の
洋
画
家
「
菅
谷
元
三
郎
」

「
円
城
寺
昇
」
の
作
品
を
展
覧
し
、

そ
の
画
業
を
紹
介
し
ま
す
。

菅
谷
元
三
郎
は
、
明
治
三
十
年
、

千
葉
市
内
、
藤
井
家
に
生
ま
れ
、

旧
制
干
葉
中
学
校
卒
業
後
上
京
し

て
太
平
洋
面
会
研
究
所
で
絵
画
を

学
び
、
中
村
不
祈
、
満
谷
国
四
郎

に
師
事
し
、
大
正
十
二
年
、
関
東

大
震
災
で
焼
失
し
た
母
校
、
太
平

洋
面
会
研
究
所
の
再
建
に
奔
走
、

こ
の
年
、
香
取
郡
干
潟
町
の
菅
谷

家
の
養
子
と
な
り
、
同
十
四
年
、

千
葉
市
幕
張
に
転
居
す
る
ま
で
の

会
期

は
月
2
0
日
̃
5
3
年
1
月
2
 
5
日

嗣
、
優
れ
た
人
物
描
写
力
を
生
か

し
、
北
総
地
域
で
主
に
肖
像
画
を

描
き
、
幕
張
の
ア
ト
リ
エ
に
住
ん

で
か
ら
は
、
房
総
の
人
々
の
生
活

や
人
生
を
モ
チ
ー
フ
に
制
作
活
動

に
取
り
組
み
、
昭
和
五
年
、
第
十

一
回
帝
展
に
「
老
人
の
像
」
を
出

品
、
初
入
選
以
後
「
老
人
と
石
臼
」

「
農
家
の
人
々
」
「
農
家
の
娘
達
し

等
を
帝
展
、
文
展
に
発
表
、
そ
の
間
、

同
十
年
に
は
帝
展
無
鑑
査
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
太
平
洋
面
会

会
員
と
し
て
中
央
画
壇
で
活
躍
す

る
と
と
も
に
、
昭
和
十
一
年
創
立

円
城
寺
昇
「
岩
」

の
千
葉
県
美
術
協
会
理
事
と
し
て
、

県
美
術
振
興
に
尽
力
し
た
が
、
同

二
十
一
年
八
月
、
五
十
歳
で
こ
の

世
を
去
り
ま
し
た
。

円
城
寺
昇
は
、
明
治
三
十
四
年
、

香
取
郡
小
見
川
町
に
生
ま
れ
、
茂

原
農
学
校
卒
業
後
、
昭
和
二
年
、
東

京
美
術
学
校
西
洋
画
科
に
入
学
、

藤
島
教
室
に
入
り
、
青
山
熊
治
に

師
事
し
、
昭
和
五
年
、
東
京
美
術

学
校
在
学
中
、
第
十
一
回
帝
展
に

「
風
景
」
で
初
入
選
、
以
後
房
総
の

自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を

中
心
に
制
作
、
帝
展
、
文
展
、
日

展
、
お
よ
び
、
昭
和
十
五
年
別
元

会
の
創
立
以
来
同
展
に
多
く
の
作

品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、

帝
展
無
鑑
査
、
岡
田
賞
受
賞
、
昭

和
二
十
七
年
に
は
日
展
出
品
依
嘱

者
と
な
り
活
躍
を
期
待
さ
れ
た
が
、

お
し
く
も
翌
二
十
八
年
九
月
、
五

十
二
才
で
死
去
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
二
人
の
代

表
作
を
展
覧
し
、
半
世
紀
に
ね
た

る
彼
ら
の
芸
術
を
紹
介
し
ま
す
。

●

特
別
展
「
海
と
湖
沼
展
」
は
七

月
一
日
か
ら
一
カ
月
間
開
催
し
、

約
七
千
人
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。本

館
で
は
こ
の
特
別
展
を
観
覧

さ
れ
た
入
場
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
予
想
通
り
の
傾
向
や
、

意
外
な
事
実
な
ど
が
明
ら
か

リ
多
く
の
皆
様
が
来
館
さ
れ
た
こ

と
で
し
た
。
さ
ら
に
東
京
都
か
ら

も
多
く
の
入
場
者
が
あ
っ
た
こ
と

は
、
い
ま
ま
で
の
予
想
を
破
る
う

れ
し
い
事
実
と
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
展
覧
会
を
何
で
知
り
ま

し
た
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て

は
、
「
新
聞
な
ど
か
ら
」
が
い
ち

ば
ん
多
く
、
全
体
の
1
0
%
で
、

に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
入
場
者
総
数
に
つ
い

て
は
、
一
般
的
な
傾
向
で
あ

る
土
曜
、
日
曜
の
入
場
者
が

多
く
、
ま
た
、
各
学
校
が
夏

休
み
と
な
っ
た
、
会
期
後
半

か
ち
の
入
場
者
の
増
加
が
目

だ
ち
ま
し
た
。

入
場
者
の
年
齢
別
で
は
大

人
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
次
に

大
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、

小
学
生
の
順
で
、
こ
の
傾
向

は
、
や
は
り
本
館
が
交
通
不

便
な
場
所
に
あ
る
た
め
な
の

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
入
場
者
の
地
域
別
の

特別展に全市町村より来館 
「海と湖沼展」アンケートより 

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
影
響
の
強

さ
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
、
干
葉
駅
前
横
断
幕

な
ど
の
一
般
的
な
広
報
活
動

に
よ
っ
て
特
別
展
を
知
っ
た

人
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
学
校
か
ら
」

知
っ
た
と
回
答
し
た
人
は
意

外
と
す
く
な
く
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
結
果
で
し
た
。

な
か
で
も
、
「
友
人
よ
り
」

と
い
う
回
答
が
展
覧
会
期
の

後
半
に
な
っ
て
増
加
し
た
こ

と
は
、
展
覧
会
が
好
評
と
な

れ
ば
、
そ
の
評
判
が
広
ま
り
、

ー
3
-

分
類
で
は
、
「
干
葉
市
内
」

が
圧
倒
的
に
多
く
、
全
体
の
0
0
%
、

次
に
「
市
外
」
「
県
外
」
の
順
で
し

た
。
「
市
外
」

の
内
訳
で
は
、
船

橋
市
が
最
も
多
く
全
体
の
1
 
5
%
次

に
習
志
野
市
、
茂
原
市
、
市
川
市
、

木
更
津
市
、
四
街
道
町
な
ど
の
順

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
注
目
す
べ

き
こ
と
は
、
県
内
の
全
市
町
村
よ

よ
り
多
く
の
入
場
者
を
得
る

こ
と
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
県

内
の
全
市
町
村
よ
り
来
館
さ
れ
る

と
い
う
う
れ
し
い
事
実
や
、
そ
の

他
、
今
後
の
参
考
と
な
る
点
が
明

ら
か
に
な
り
、
御
協
力
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
あ
つ
く
御
礼
い
た
し
ま

す
。



みる・かたる・つくる-

播
討
討
薬
蒋
討
韓

辞持薬繋諦繋繋辞討繋接辞

繋
討
討

鵠
接
辞犠態罷態

繋繋接辞接辞

謀繋繋
韓繋繋
討繋薬繋持薬鵠薬播繋討

第29回県展

第
二
十
九
回
千
葉
県
美
術
展
覧

会
が
、
十
一
百
二
日
よ
り
十
三
日

ま
で
、
本
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

い
よ
い
よ
秋
も
深
ま
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
の
県
展
は
、
本
県
の
美
術
家

の
作
品
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
県
民
の
美
意
識
を
高
め
、
郷

土
美
術
文
化
の
振
興
と
情
操
の
純

化
に
資
す
る
た
め
に
開
催
す
る
も

の
で
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
・

工
芸
・
書
道
の
五
分
野
に
分
か
れ

て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
作

品
は
、
県
美
術
会
の
会
員
の
作
品

と
、
本
県
在
住
者
及
び
本
県
出
身

者
で
、
満
十
九
才
以
上
の
方
か
ら

渡
辺

学

(
日
本
画
家
)

筆

日
本
画
の
道
具
と
し
て
は
等

が
重
要
で
そ
の
種
類
も
多
い
。

そ
の
中
で
私
の
重
宝
す
る
筆
に

鵬
郎
筆
と
平
梁
が
あ
る
。

削
用
は
線
引
き
が
主
だ
が
、

こ
の
筆
一
本
あ
れ
ば
太
い
細
い

大
小
い
ず
れ
の
線
も
思
い
の
ま

ま
に
引
け
る
。
画
学
生
の
頃
は

下
宿
の
襖
一
杯
に
模
造
紙
を
貼

っ
て
、
立
っ
た
ま
ま
で
襖
に
向

っ
て
縦
、
横
、
斜
め
線
を
一
気

に
描
け
る
所
ま
で
同
じ
カ
の
墨

巾
で
凸
凹
の
出
な
い
よ
う
に
息

を
止
め
て
引
く
練
習
を
し
た
。

1
m
以
上
の
強
い
直
線
が
引
け

る
よ
う
に
な
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

削
用
は
そ
の
他
彩
色
に
も
、
ぼ

か
し
に
も
使
え
て
神
さ
ま
み
た

い
な
筆
で
す
。
平
等
は
穂
先
さ

を
去
、
手
と
二
種
類
に
切
り
落

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
軸
に
近
い
毛

の
部
分
を
趣
く
薄
い
膠
で
固
め

て
毛
先
さ
の
短
い
平
等
を
作
り

画
面
の
物
の
輪
郭
の
周
囲
の
濡

れ
て
い
る
内
に
力
一
杯
火
花
で

も
出
る
よ
う
な
勢
い
で
墨
を
ふ

く
ん
だ
平
筆
で
線
引
き
を
す
る

と
強
い
特
種
な
線
が
引
け
ま
し

た
。
そ
し
て
気
特
の
上
で
も
絵

と
自
己
が
一
体
化
し
て
制
作
に

身
の
入
っ
た
事
を
経
験
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
線
だ
け
で
な
く

平
ぬ
り
に
も
使
用
す
る
と
面
白

い
面
が
出
来
ま
す
。

●

一
般
公
募
さ
れ
た
作
品
で
す
。
展

示
室
は
七
宝
あ
り
、
第
一
室
で
は

日
本
画
、
二
重
で
工
芸
・
三
・
四

室
で
書
道
、
五
・
六
室
で
洋
画
、

そ
れ
に
七
重
で
は
彫
塑
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
、
県
展
は
全
展
示
室

を
活
用
し
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
九

月
を
中
心
に
、
県
民
の
多
く
の
方

か
ら
、
県
展
に
出
品
し
た
い
が
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問
い
合

力
せ
が
あ
り
、
年
々
一
般
の
方
々

の
参
加
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
で

す
。
こ
の
県
展
に
出
品
す
る
希
望

が
増
加
し
た
の
は
、
本
館
で
開
鯨

以
来
利
用
さ
れ
て
い
る
美
術
団
体

の
会
員
か
ら
の
要
望
が
大
き
い
の

で
は
な
い
か
と
思
お
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
館
で
は
、
開
館
以

来
、
県
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

美
術
館
、
県
民
と
美
術
家
と
の
交

流
の
場
と
し
て
の
美
術
館
、
明
か

ろ
く
楽
し
め
る
美
術
館
等
、
多
く

の
基
本
方
針
の
も
と
に
、
本
館
の

企
画
展
以
外
に
団
体
展
の
美
術
館

利
用
と
い
う
こ
と
の
普
及
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
開
館

初
年
度
か
ら
本
年
度
ま
で
の
団
体

展
の
利
用
数
を
数
え
て
み
る
と
、

昭
和
四
十
九
年
度
が
七
団
体
、
五

十
年
度
が
二
十
一
団
体
、
そ
し
て

昨
年
の
五
十
一
年
度
が
三
十
二
団

体
が
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

本
年
度
は
さ
ら
に
団
体
展
の
数
が

●
-

増
え
四
十
三
団
体
と
な
り
、
一
昨

年
に
比
べ
二
倍
に
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
美
術
団
体

が
本
館
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
陰
に
県
展
に
出
品
し
て
み
よ
う

と
い
ナ
方
々
が
増
え
て
き
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

美
術
館
が
開
館
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

な
っ
て
新
し
い
美
術
団
体
が
結
成

さ
れ
、
あ
る
い
は
中
央
で
行
な
っ

て
い
た
本
県
関
係
者
が
、
千
葉
県

内
に
支
部
を
置
き
、
大
き
な
団
体

の
支
部
展
と
し
て
開
催
さ
れ
る
の

も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
千

葉
市
小
中
学
校
児
童
生
徒
作
品
総

合
展
覧
会
の
開
か
れ
た
十
月
十
六

日
に
は
、
入
館
者
が
四
千
人
を
超

え
、
開
館
以
来
の
累
計
入
館
者
数

は
三
〇
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
美
術
館
を
利
用
し

て
成
果
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
し

か
し
、
一
年
間
に
四
十
以
上
の
団

体
が
利
用
す
る
と
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
芸
術
の
秋
を
望
む
の
は
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、
や
は
り

各
団
体
の
方
々
の
や
り
や
す
い
よ

ぅ
に
、
調
整
し
、
年
間
計
画
の
中

に
組
み
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
二
月
上
旬
に
、
美
術
館
利
用

団
体
の
調
整
会
議
を
行
う
予
定
で

あ
り
ま
す
の
で
、
新
し
く
利
用
し

た
い
団
体
は
、
来
館
の
上
、
学
芸

課
企
画
展
示
現
ま
で
お
い
で
下
さ

い
。
御
相
談
に
応
じ
ま
す
。



本
館
企
画
の
展
覧
会
案
内

常
設

房
総
の
美
術
家

「
収
蔵
作
家
2
 
0
人
展
」

は
月
-
日
̃
2
月
的
目

る
こ
と
に
よ
り
、
巾
広
く
「
房
総

の
美
術
家
」
を
紹
介
し
、
年
間
を

通
じ
て
行
っ
た
常
設
展
の
し
め
く

く
り
と
し
ま
す
。

康
勝
郎
「
街
灯
の
あ
る
風
景
-

-みる・かたる・つくる

本
年
度
、
二
期
に
わ
け
て
開
催

し
て
き
た
常
設
展
も
、
い
よ
い
よ

十
二
月
一
日
か
ら
五
十
二
年
二
月

十
九
日
ま
で
第
三
期
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

舞
二
期
は
、
「
収
蔵
作
家
二
十

人
展
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
開
館

以
来
企
画
展
等
で
と
り
上
げ
、
か

つ
作
品
の
収
集
に
努
め
て
き
た
人

々
を
一
堂
に
展
観
し
ま
す
。

二
十
人
と
は
、
も
う
な
じ
み
深

い
浅
井
忠
・
香
取
秀
真
を
は
じ
め

と
し
、
鈴
木
鷲
湖
・
石
井
林
轡
・

若
木
山
・
田
岡
春
径
(
以
上
日
本

画
)
、
都
鳥
英
書
・
原
勝
郎
・
石
橋

武
治
・
椿
貞
雄
・
渡
辺
百
合
子
(
以

上
洋
画
)
、
浜
口
陽
三
・
深
沢
幸
雄

(
以
上
版
画
)
、
大
須
賀
力
・
大
川

遣
二
以
上
彫
塑
)
、
津
田
信
夫
、
・

信
田
洋
(
以
上
工
芸
)
、
鮭
松
塘
・

江
川
碧
渾
・
浅
見
喜
舟
(
以
上
蕾
)

の
人
々
で
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

美
術
史
士
に
名
を
残
し
、
あ
る
い

は
現
在
中
央
の
美
術
界
又
は
国
際

舞
台
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
の

多
彩
な
作
家
等
の
作
品
を
展
示
す

上
総
博
物
館
で
は
十
一
月
十
三

日
ま
で
開
催
し
ま
す
が
、
さ
ら
に

県
立
安
房
博
物
館
に
お
い
て
次
の

よ
う
に
開
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
県
立
美
術
館
所
蔵
の
三
十
三

点
の
名
品
を
じ
っ
く
り
御
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

会
期

5
2
年
1
 
2
月
4
日
̃
1
8
日

開
館
時
間
9
時
̃
4
時
0
0

分

月
曜
休
館

無
料

会
場

県
立
安
房
博
物
館

奮
冨
七
宝
・
二
・
尖
宍

国
鉄
館
山
駅
下
車
徒
歩
1
 
5

分

駐
車
場
あ
り

特

別

展

東
山
魁
夷
展

3
月
4
日
̃
3
月
別
日

第
自
国

現
代
美
術
選
抜
展

1
月
2
 
9
日
̃
2
月
廿
日

東
山
魁
夷
氏
と
千
葉
県
と
の
か

か
お
り
は
、
昭
和
二
十
年
氏
が
市

川
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
に
よ
り
始

ま
り
ま
す
が
、
同
二
十
二
年
日
展

に
発
表
し
た
「
残
照
」
は
千
葉
県

の
九
十
九
谷
を
描
い
た
も
の
で
、

東
山
芸
術
の
誕
生
を
告
げ
る
作
品

で
す
。
以
来
、
今
日
ま
で
多
く
の

作
品
を
発
表
し
、
い
よ
い
よ
高
い

円
熟
境
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
残
照
」
か
ら
「
唐
招

提
寺
障
壁
画
」
ま
で
に
至
る
代
表

作
や
発
表
以
来
久
し
く
公
開
の
機

会
の
な
か
っ
た
作
品
、
試
作
、
下
絵
、

ス
ケ
ッ
チ
、
原
稿
を
含
め
た
著
作

類
等
を
展
示
し
、
東
山
芸
術
の
軌

跡
を
た
ど
り
ま
す
。

◆
講
演
会
の
お
知
ら
せ

演
題

美
と
の
巡
り
合
い

講
師

東
山
魁
夷
氏

日
時

5
3
年
3
月
1
8
日
出

午
後
2
時
よ
り

無
料

会
場

千
葉
市
民
会
館
.

聴
講
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
キ
で

県
立
美
術
館
東
山
魁
夷
諮
演
会
係

宛
五
十
三
年
二
月
十
日
ま
で
に
申

込
ん
で
下
さ
い
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
で
す
。

(
募
集
人
員
一
、
昌
○
名
)

(
次
号
で
東
山
魁
夷
展
の
特
集
を

行
な
い
ま
す
)

一
5
-

千
葉
県
移
動
美
術
館

開
幕
す
る

於
県
立
上
総
博
物
館

県
立
安
房
博
物
館

本
県
初
の
千
葉
県
移
動
美
術
館

は
、
十
一
月
三
日
(
文
化
の
日
)
、

第
一
会
場
で
あ
る
県
立
上
総
博

物
館
で
開
幕
し
ま
し
た
。

当
日
は
木
更
津
市
教
育
委
員
会

な
ど
か
ら
多
数
の
来
賓
を
遡
、
え
、

本
館
職
員
に
よ
る
列
品
解
説
も
行

わ
れ
、
好
評
の
う
ち
に
多
く
の
方

に
御
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
美
術
団
体
が
中
央
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る
美
術
展
覧
会
の
受

賞
作
品
を
一
堂
に
集
め
て
現
代
美

術
の
動
向
を
ひ
ろ
く
一
般
に
紹
介

し
、
美
術
の
振
興
を
は
か
る
た
め

に
、
文
化
庁
が
企
画
し
た
も
の
で

東
日
本
で
は
、
本
館
だ
け
で
公
開

さ
れ
ま
す
。

展
示
す
る
作
品
は
、
団
体
展
に

お
け
る
受
賞
作
品
を
中
心
に
、
日

本
画
、
洋
画
、
彫
刻
な
ど
約
七
〇

点
で
す
。

本
県
関
係
の
出
品
作
家
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
後
藤
純
男
、
石

川
∴
加
代
、
高
畑
郁
子

講
座
の
ご
あ
ん
な
事

◇
実
技
講
座
「
木
版
画
」

本
年
度
第
三
回
目
の
実
技
諮

座
は
「
木
版
画
」
で
す
。
木
版
画

に
関
す
る
基
礎
的
な
手
法
を
二

日
間
で
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。

5
3
年
2
月
1
8
日
̃
1
9
日

誌
師

未

定

◇
美
術
を
語
る
会

美
術
に
関
す
る
興
味
深
い
問

題
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
知
識

や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
御
参
加
く
だ
さ
い
。

u
月
1
2
日
「
世
界
の
美
術

館
・
博
物
館
、
見
て
歩
き
」

l
月
1
4
日
-
“
菅
谷
元
三
郎

・
円
城
寺
昇
を
語
る
」

3
月
n
日

「
特
別
展
東
山

魁
夷
展
を
見
て
」

詳
細
は
美
術
館
学
芸
誌
ま
で
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池
田
湖
芳
夫
作
「
白
い
誘
惑
」

「
輪
の
中
の
ど
-
ナ
ス
」

/

{

黒
田
垂
太
郎
作
「
浴
後
」

海
部
清
五
郎
作
「
ハ
ド
ソ
ン
河
の

朝
詣
」

小
野
貝
毒
作
「
遠
く
な
っ
た
海
」

浜
口
陽
三
作
「
八
つ
の
く
る
み
」

・
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
と
青
い
鉢
」

「
二
匹
の
蝶
」
・
 
。
貝
」

澤
部
活
五
郎
作
「
パ
リ
風
景
」

「
婦
人
像
」
・
浅
井
思
関
係
写
真

古
井
的
氏
よ
り

古
井
的
作
「
浄
土
」
・
「
黒
の
浄

土

(
赤
)
」

小
野
具
走
氏
よ
り

小
野
貝
毒
作
「
漁
村
」

…
高
聖
二
氏
よ
。

吉
岡
聖
二
作
「
溝
」
・
「
馬
」

深
沢
幸
雄
氏
よ
り

黒
田
重
太
郎
「
女
と
小
犬
」

古
井
拘
「
浄
土
」

黒
田
重
太
郎
「
浴
後
」

小
野
具
定
「
遠
く
な
っ
た
海
」

左
記
資
料
を
ご
詩
賦
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

黒
田
暢
氏
よ
り

黒
田
重
太
郎
作
「
女
と
小
犬
」

満
都
っ
た
氏
よ
り

●

深
沢
幸
雄
作

「
古
い
楽
譜
」

「
渦
状
生
害
」

「
民
族
の
要
し

「
族
」

「
女
帝
」

「
家
族
」

「
人
」

「
扉
と
訪
問
者
」

「
神

威
A
」

「
伝
達
」

「
邪
馬
台
幻
想

(
あ
け
ぼ
の
)
」
「
歌
」
。
凝
視
(
青
)
」

「
戦
慄
(
ト
ル
ソ
)
」

「
影
(
メ
ヒ

コ
)
A
」

「
青
い
裸
像
A
」

「
青

い
稲
妻
」

「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
下
で
」

「
掌
の
中
の
影
」

「
壁
の
中
の
影
」

「
白
い
光
の
塔
(
グ
ワ
テ
マ
ラ
)
」

「
虚
空
の
影
」

「
神
話
」

「
愛
憎
」

「
は
が
ね
の
華
」

「
飛
天
挽
歌
」

「
固
い
と
り
で
」

「
遺
伝
(
影
)
」

「
遺
伝
(
流
れ
)
」

「
い
し
ぶ
み
」

深
沢
幸
雄
銅
版
画
集
「
ボ
ー
ド
レ

ー
ル
詩
集
悪
の
華
」

◇

◇

保
管
摸

県
監
査
委
員
事
務
局
よ
り

椿
貞
雄
作
「
秋
果
図
」

4
蔓
r
O
仁
一
場
〇
〇
〇
〇
A
〇
〇
〇
p
O
p
○
○

吉
岡
聖
二

「
馬
」

深
沢
幸
雄
「
民
接
の
要
し

小
野
具
足
「
漁
村
」

海
部
清
五
郎
「
パ
リ
風
景
」



トピックス

○
年
報
刊
行
す
る

本
館
で
は
初
め
て

の

「
昭
和
五
十
一
年

度
千
葉
県
立
美
術
館

年
報
」
が
刊
行
し
ま

し
た
。
館
の
沿
革
、
施

設
内
客
、
組
織
及
び

人
員
、
お
よ
び
昨
年

度
の
主
要
記
事
、
展

覧
会
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
ま
し

た
。
美
術
普
及
室
で
御
覧
下
さ
い
。

"
野
外
展
示
第
二
号
完
成

-
木
村
賢
太
郎
「
立
像
」
-

藤
野
天
光
「
あ
あ
青
春
」
に
つ

つ
く
野
外
展
示
の
第
二
号
と
し
て

木
村
貫
太
郎
「
立
像
」

-みる・かたる・つくる
木
村
賢
太
郎
「
立
像
」
(
一
九
五
六
)

が
玄
関
左
手
に
完
成
し
ま
し
た
。

木
村
賢
太
郎
は
、
柚
市
在
住
の

彫
刻
家
で
、
現
代
彫
刻
に
精
通
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
覧
下
さ
い
。

●

’
友
の
会
絵
ハ
ガ
キ
で
き
る

美
術
館
友
の
会
は
館
の
建
物
、

館
蔵
の
名
作
な
ど
の
絵
ハ
ガ
キ
を

っ
く
り
ま
し
た
。
館
の
重
厚
な
外

観
写
真
や
浅
井
恩
の
「
農
婦
」
 
、
藤

野
天
光
「
あ
あ
青
春
」
な
ど
、
八
枚

一
組
で
す
。
一
組
三
〇
〇
円
で
、

友
の
会
事
務
局
で
販
売
中
で
す
。

"
外
構
工
事
は
十
二
月
に
完
成

美
術
館
外
構
整
備
の
第
一
歩
と

し
て
、
駐
車
場
な
ど
の
拡
張
、
街

灯
の
設
置
な
ど
の
工
事
が
、
始
め

ら
れ
、
十
二
月
完
成
を
告
ぎ
し
て

工
事
が
進
行
中
で
す
。
工
事
中
は

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
。

"
県
博
協
会
新
会
長
に
市
原
館
長

千
葉
県
博
物
館
協
会
の
昭
和
五

十
二
・
五
十
三
年
度
の
会
長
と
し

て
本
館
の
市
原
正
夫
館
長
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
事
務
局
は
本

館
に
お
か
れ
、
事
務
局
長
は
本
館

学
芸
課
の
中
村
哲
学
芸
員
が
選
ば

れ
、
事
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

"
ツ
パ
キ
寄
付
さ
れ
る

千
葉
市
緑
町
の
高
橋
喜
一
郎
き

ん
(
友
の
会
評
議
員
)
の
御
厚
意
に

ょ
り
、
ツ
パ
キ
を
六
十
本
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
展
示
標
の
中
庭
や
、

池
の
付
近
に
植
え
ら
れ
、
来
館
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

書
付
さ
れ
た
ツ
パ
キ

●

ヽ
ノ
ミ
タ
,
.
.
-
,
:
1
′
・
・
う
・
・
、
ノ
ミ
ノ
ミ
で
l
…
-
f
-
i
三
下
・
・
!
・
-
ノ
ミ
-
′
-
i
l
1
.
1
ノ
ミ
、
1
-
1
i
.
1
′
`
,
1
.
-
ノ
ー
′

談
話
コ
ー
ナ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
の

欄
で
す
。
御
意
見
等
を
お
寄

せ
下
さ
い
。
今
回
は
夏
季
大
学

受
講
に
関
し
て
、
ま
た
、
信
条

と
す
る
美
術
論
、
の
二
つ
を
と

り
あ
げ
ま
し
た
。

り
ま
す
。
私
共
で
出
来
る
事
は

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
一
期
一
会
の
す
ぼ
ら
し
い

美
術
館
で
あ
る
た
め
に
。

さ
さ
や
か
な
弁
当
の
件
で

す
が

伝

言

板

●
大
木
学
芸
課
長
は
十
一
月
八
日

か
ら
三
〇
日
ま
で
文
化
庁
企
画
の

地
方
文
化
指
導
者
海
外
派
遣
で
訪

欧
(
ィ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
他
)

●
御
来
館
の
際
に
は
入
館
票
に
記

入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
の
参
考
と
な
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
御
協
力
く
だ
さ
い
.

●
玄
関
前
に
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
菊

の
花
が
咲
い
て
、
訪
れ
る
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

●
休
館
の
お
知
ら
せ

十
一
月
十
四
日
̃
十
八
日

十
二
月
二
十
六
日
̃
一
月
四
日

●
今
回
の
館
報
よ
り
読
者
の
欄
と

し
て
「
談
話
コ
ー
ナ
ー
」
を
つ
く

り
ま
し
た
。
館
の
展
覧
会
や
、
そ

の
他
講
座
等
に
関
す
る
御
意
見
を

御
寄
せ
下
さ
い
。

夏
季
大
学
の
日
に
思
う

中
村
幸
子
(
千
葉
市
)

「
夏
季
大
学
」
は
猛
暑
の
日

で
し
た
。
し
か
し
館
内
は
涼
し

く
そ
の
上
内
容
の
す
ぼ
ら
し
い

講
義
で
充
実
し
た
日
で
し
た
。

こ
の
日
昼
食
の
件
で
ふ
と
思

う
事
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
食

事
持
参
で
し
た
の
で
暑
さ
知
ら

ず
、
し
か
し
約
百
名
か
ら
の
受

講
生
で
食
堂
は
満
員
。
暑
い
中

を
外
食
に
行
か
れ
る
方
々
の
姿

を
ガ
ラ
ス
越
し
に
拝
見
し
て
、

〃
大
変
で
も
来
年
は
お
弁
当
の

希
望
を
取
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
〃

と
、
思
い
ま
し
た
。

講
義
の
豊
か
さ
と
、
食
事
を

し
な
が
ら
の
団
欒
は
生
き
生
き

と
し
た
場
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
で

あ
り
心
の
通
じ
合
う
も
の
と
な

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
ま
す
。

「
坪
内
遭
通
論
」

下
村
斗
三
(
船
橋
市
)

美
術
と
は
人
文
発
育
の
妙
機
妙

用
こ
れ
な
り
。
何
を
以
て
か
之

を
謂
ふ
。
美
術
は
人
の
心
目
を

娯
楽
し
気
格
を
高
尚
に
す
る
を

以
て
目
的
と
な
せ
ば
な
り
。
心

目
を
娯
楽
す
る
が
故
に
友
愛
温

厚
の
風
を
起
し
気
格
高
尚
な
る

が
故
に
貧
者
刻
薄
の
状
を
伏
す

其
の
製
作
に
顕
は
る
る
や
絵
画

彫
刻
・
陶
磁
・
漆
器
等
の
神
韻

雅
致
と
な
り
其
の
苦
声
姿
態
に

発
す
る
や
詩
歌
・
音
楽
・
舞
踊

等
の
幽
趣
佳
境
と
な
る
。
夫
九

人
幽
趣
佳
境
に
逢
着
し
神
韻
雅

致
に
対
時
す
る
や
悠
然
と
し
て

清
絶
高
遠
の
妙
怨
に
感
起
せ
ざ

る
な
し
。
足
れ
之
を
美
術
妙
機

と
謂
ふ
。
邦
国
の
文
明
ま
た
実

に
此
の
機
用
に
起
因
す
と
謂
ふ

べ
き
な
り
。
美
術
の
事
た
る
登

に
亦
社
会
の
一
大
繋
要
事
な
ら

ざ
ら
む
や
。

ーiへ一、一一へ■へへへ〈一、…、吋、へ…._…叫...・、.-、〆、〈〆、…しへ.へ∴へへ.へ.…、.へ.…j
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関
東
地
区
博
物
館
協
会
研
究
会

本
館
に
て
盛
大
に
開
催

昭
和
五
十
二
年
度
関
東
地
区
博

物
館
協
会
研
究
会
は
、
十
月
十
三

日
、
本
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
関
東
地
区
の
博

物
館
や
美
術
館
が
互
い
に
協
力
し

合
い
、
ま
た
共
通
の
問
題
に
対
し

て
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
各
自
の

館
の
事
業
に
生
か
そ
う
と
い
う
目

的
で
開
か
れ
る
も
の
で
す
。

当
日
は
県
内
、
県
外
の
博
物
館

な
ど
か
ら
六
十
会
名
の
出
席
者
が

あ
り
、
午
前
十
一
時
よ
り
協
会
副

会
長
の
江
袋
文
男
氏
の
あ
い
さ
つ

に
よ
り
開
会
し
ま
し
た
。
会
長
新

井
唾
三
氏
ほ
か
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
本
館
の
展
示
活
動
の
実
際
を

大
木
学
芸
課
長
が
説
明
し
、
午
後

の
研
究
発
表
で
は
、
本
館
の
高
橋

副
館
長
が
「
千
葉
県
立
美
術
館
に

お
け
る
展
示
と
普
及
碧
業
に
つ
い

て
」

と
題
し
、
研
究
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
研
究
発
表
に
つ
づ
い
て

い
く
つ
か
の
問
題
点
が
と
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

「
展
示
の
方
法
」
に
つ
い
て
は
各

館
の
代
表
者
よ
り
実
際
の
体
験
に

も
と
づ
′
、
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
利
用
者
の
立
場
を
深
く
認
識

し
た
上
で
の
提
案
な
ど
、
興
味
深

い
点
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

最
近
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
、
「
二

次
資
料
」

の
展
示
方
法
な
ど
に
つ

い
て
も
、
多
く
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
「
普
及
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
そ
の
本
質
と
は
何
か
、
な
ど

充
実
し
た
討
議
が
行
わ
れ
、
今
後

の
普
及
活
動
を
考
え
る
上
で
、
大

い
に
参
考
と
な
る
意
見
が
多
く
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
の

今
後
の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

団
体
展
(
1
 
2
月
̃
3
月
)

工
芸
界
の
巨
匠

宮
之
原
謙
氏
が
逝
去

千
葉
県
工
芸
界
の
巨
匠
、
宮
之

原
謙
氏
(
7
 
9
)
は
、
八
月
二
十
三
日

心
不
全
の
た
め
、
松
戸
市
の
松
戸

市
立
病
院
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

陶
芸
家
と
し
て
著
名
な
氏
の
代

あ
い
さ
つ
す
る
新
井
電
三
会
長

生
前
の
宮
之
原
謙
氏

表
作
を
展
観
す
る
「
房
総
の
美
術

家
シ
リ
ー
ズ
六

現
代
工
芸
六
八

度
」

の
開
催
を
前
に
し
て
、
な
く

な
ら
れ
た
宮
之
原
謙
氏
は
、
優
れ

た
技
法
を
持
つ
巨
匠
で
し
た
。

明
治
三
十
一
年
鹿
児
島
県
に
生

ま
れ
、
大
正
五
年
に
早
稲
田
大
学

に
入
学
、
二
十
八
歳
で
日
本
画
を

山
内
多
門
、
陶
芸
を
宮
川
香
山
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
学
び
、
の
ち
に
陶
芸

家
板
谷
波
山
に
も
師
事
し
、
昭
和

二
十
四
年
よ
り
松
戸
市
に
住
ま
お

れ
、
日
展
等
に
出
品
し
、
多
く
の

賞
を
受
け
、
四
十
八
年
に
は
日
展

の
参
与
と
な
り
活
躍
し
ま
し
た
。

氏
の
逝
去
を
い
た
み
、
深
く
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

▼
千
葉
県
大
学
美
術
連
盟
展

u
・
2
9
-
1
2
・
4

無
料

▼
美
術
館
友
の
会
作
品
展

H
・
2
9
̃
1
2
・
1
 
1

無
料

▼
第
2
2
回
こ
ど
も
県
展

1
2
・
6
̃
1
 
2
・
1
8

無
料

▼
第
3
文
明
展

1
2
・
2
0
̃
1
 
2
・
2
5

無
料

▼
第
1
 
3
回
登
龍
社
・
宮
坂
会
書
初

展

l
・
6
̃
l
・
8

無
料

▼
昭
和
駿
年
度
千
葉
大
学
教
育
学

部
書
道
科
卒
業
制
作
展

1
・
1
7
̃
1
・
2
2

無
料

▼
昭
和
5
2
年
度
千
葉
大
学
教
育
学

部
美
術
科
卒
業
制
作
展

1
・
2
4
̃
1
・
2
9

無
料

▼
第
3
0
回
千
葉
県
小
中
高
校
書
初

展
覧
会l

・
報
̃
2
・
5

無
料

▼
日
本
習
字
千
葉
県
書
道
展

2
・
8
̃
2
・
1
 
2

無
料

▼
子
供
造
形
展

2
・
2
1
̃
2
・
2
6

無
料

▼
第
3
回
千
葉
県
民
写
真
展

2
・
2
1
̃
3
・
5

無
料

▼
習
美
会
新
春
展

2
・
2
8
̃
3
・
5

無
料

▼
千
葉
市
民
美
術
展

3
・
1
0
・
3
・
2
6

無
料

▼
書
星
展
教
育
部
展

3
・
2
8
-
4
・
2

無
料

日
誌
抄
(
8
日
∵
し
調
月
)

8
月

l
●
"
▲139

月

常
設
展
第
2
期
は
じ
ま
る

第
l
同
憂
季
大
学
開
催
(
6

日
ま
で
)

千
葉
テ
レ
ビ
、
「
世
界
の
子
ど

も
の
絵
展
」
を
取
材
に
来
館

第
2
回
県
博
協
役
員
会
開
催

2720 16 12 10 703

日
本
画
家
岩
崎
巴
人
民
来
館

現
代
工
芸
六
人
展
は
じ
ま
る

「
美
術
を
語
る
会
」
開
催

八
代
県
議
会
議
長
来
館

山
梨
県
財
政
課
よ
り
視
察
の

た
め
来
館

5
1
年
度
年
報
刊
行
す
る

鹿
児
島
市
立
美
術
館
よ
り
視

察
に
来
館

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
松

原
庶
務
課
長
黒
田
清
輝
展
打

合
せ
に
来
館

1
0
月

1311 22292

陶
芸
家
山
本
正
年
氏
来
館

第
1
回
美
術
館
協
議
会
開
催

関
東
地
区
博
物
館
協
会
研
究

会
開
催

木
村
賢
太
郎
「
立
像
」
玄
関
前

に
設
置
さ
れ
る

干
葉
市
教
育
委
員
会
長
谷
川

教
育
長
来
館

武
田
、
富
田
、
両
県
会
議
員

釆
館

県
展
作
品
搬
入
は
じ
ま
る

友
の
会
主
催
見
学
会
(
水
戸

笠
間
方
面
)
3
0
日
ま
で

●

●


